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高知県の農業高校生が
JAきたみらい管内で農業体験学習

第13回きたみらい農業体験＆
　　　　 見て歩きツアーの様子

（紹介は２ページです）
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地元の農業を体験！親子６組18人が参加
　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
23
日
、
き
た
み
ら
い
地
域
の
農

業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
農
業
や
食
の
大
切
さ
と

Ｊ
Ａ
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
農

業
体
験
＆
見
て
歩
き
ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
は
き
た
み
ら
い
管
内
の
消
費
者
を
対

象
に
、
地
域
住
民
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
報
紙

「
ぐ
り
ん
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
59
号
」
で
参
加
者
を
募
集
し
、

第
13
回
と
な
る
今
年
は
親
子
６
組
18
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
西
相
内
の
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
を
見

学
。
最
初
に
目
に
入
る
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い
の
玉
ね

ぎ
の
量
に
驚
き
、
初
め
て
見
る
機
械
や
効
率
的
な

作
業
の
流
れ
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
で
馬
鈴
し

ょ
と
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
手
で
土
を
掘
る
と
大
量
の
馬
鈴
し
ょ
が
姿
を
現

す
様
子
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
！
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
と
話
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
も
た
く
さ

ん
収
穫
で
き
て
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
は
ふ
か
し
た
男
爵
薯
に
バ
タ
ー
を
の
せ

た
「
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
」
を
き
た
み
ら
い
牛
乳
と
と
も

に
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
は
入
れ
な
い
選
果
場
に
行
く

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
「
と
う
も
ろ
こ
し
の
収

穫
は
初
め
て
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
、

大
変
有
意
義
な
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

▲スイートコーンの収穫を体験する参加者

馬鈴しょの収穫が
             最盛を迎える
　ＪＡきたみらい管内では馬鈴しょ

の収穫作業が本格化しています。今

年は干ばつと酷暑の影響で小玉傾向

であるものの、収穫作業は例年通り

順調に進んでいます。

　端野地区で男爵薯、とうやを約18

㌶作付けする、きたみらい馬鈴薯振興会の野々下秀幸副

会長は７月28日から収穫を始めました。収穫にあたって

「今年は天候不順が続いたため発芽や二次成長が見られ

るが、選別をしっかり行い歩留まりを上げられるように

頑張りたい」と話しました。

　当ＪＡでは今年度、食用馬鈴しょの作付面積は約1,200

㌶、生産量は約45,000㌧、加工用の面積は約520㌶、生

産量は約19,800㌧を見込んでいます。
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高知県の農業高校生が
ＪＡきたみらい管内で農業体験学習
　８月、インターンシップ推進事業「夏の北海道大規模体験学習」として、高知県内３校の高校生が17
日から23日の７日間、オホーツク管内を訪れ、そのうち19日から22日まできたみらい管内での学習を
行いました。19日から21日は５戸の組合員宅で農業体験学習を行い、22日は上常呂地区広郷の合同
会社バレルファームや当ＪＡの玉ねぎ集出荷選別貯蔵施設、小麦乾燥調製貯蔵施設を視察しました。

特集

森田さん
　北海道に来てはじめに気
候の違いに驚きました。高
知県は湿度が高く作業をし
ているとすぐに汗をかきま
すが、北海道は暑くても湿
度は低く感じました。玉ね
ぎの選別作業を初めて行い、
緊張や焦りがありましたが、
穴田さんたちに優しく教え
ていただいたので、楽しく
作業することができました。
高知県の農業は北海道の農
業と違う特色が多いので、
その特色を深めながら高知
県の農業の発展に繋がるよ
うに考えていきたいです。

弘田さん
　ハウス栽培が主である高知県とは違い、畑の面積の大きさに驚きました。今
回の農業体験では様々な経験ができましたが、その中でも玉ねぎの選別作業が
大変でした。学校でも玉ねぎは作っていますが、機械を使う大規模な収穫は初
めてで楽しかったです。今回の経験で、高知県の農業にももっと様々な機械を
取り入れて、効率を上げることができればと思いました。

【弘田さん、森田さんの受入農家は、上常呂地区広郷の穴田惣一さんです】

石﨑さん
　学校にも牛舎や放牧地はありますが、これほど大きな規模ではなく、スケールの違いに驚いています。芝山さん
の牧場は特に広々とした放牧酪農で、自然の力を活かしたやり方で学ぶことが多くとても充実した実習になりま
した。学校に戻ったら学んだことや芝山さんの農業に対する考え方を皆に伝えたいと思います。

【石﨑さんの受入酪農家は、相内地区富里の芝山和雄さんです】

足達さん
　北海道と高知県での気候や畑の大きさ、作業の違いなどを実際に確かめてみたいと思い、参加しました。実際
に参加してみて、畑の大きさや機械作業などに圧倒され、北海道農業を知る貴重な機会になりました。農家の家
系に生まれ、将来は農業系の仕事に就きたいと思っているので、今後この経験を活かしていきたいです。

【足達さんの受入農家は、上常呂地区上ところの柳瀬昌弘さんです】

高野さん
　祖母の母校である春野高校に進学し、日々農業の楽しさ
や厳しさを学んでいます。北海道は、想像よりも自然豊か
で癒される素敵な場所だと感じました。農業実習では、普
段集中力が続かない私でも楽しんで取り組むことができま
した。しかし、仕事とした時はメンタルや持続力が必要な職
業だと感じています。将来は農家を目指して頑張ります。

入船さん
　祖母の妹が酪農家で、幼少期から牛の餌やりなど
農業が身近にありました。北海道に来た時は、畑の
多さに圧倒されました。今回の農作業体験は大変さ
を感じながらも楽しんで取り組むことができました。
将来は農業関係や勧められた農業改良普及員を目指
して、今回の経験を進路に活かしていきたいです。

【入船さん、高野さんの受入農家は、北見地区北光の小野俊浩さんです】

山岡さん
　農業にはあまり接点がなかったため、環境の変化に
よって農業に与える影響はどのようなものなのか知り
たいと思い参加しました。高知県とは違い、畑が多く
天候に左右されるため作物を育てるのが大変だと感じ
ました。学校で作物を育てているので、この経験を活
かせていけたらと思っています。

岡村さん
　北海道と高知県では農業の特徴が違うのを知って
いたので、その違いを体験してみたいと思い参加し
ました。生姜を作付けしている実家の施設園芸とは
違い、大規模な畑や大きな農業機械が多く圧倒され
ました。将来は農業に関連した仕事に就いてから、
農家を継ごうと思っています。

【岡村さん、山岡さんの受入農家は、上常呂地区広郷の長山和弘さんです】

春野高校　弘田　梓夏さん（18）、森田ひかるさん（17）
ひろ   た　　 しい   な　　　　　　　　　　　　  もり   た

春野高校　入船　帆海さん（17）、高野　由徠さん（17）
いり ふね         ほ   ゆみ                                     たか  の    　　ゆ    ら

高知農業高校  岡村  龍空さん（18）、春野高校  山岡  春輝さん（17）
おか むら    りゅう く                                                                      やま おか     はる   き

高知農業高校　足達　優香さん（16）
あ  だち       ゆう  か

幡多農業高校　石﨑　心菜さん（17）
いし ざき       ここ   な

岡村さん（中央左）、山岡さん（中央）と受入農家の長山さんご家族 玉ねぎの選別作業

足達さん（中央右）と受入農家の柳瀬さんご家族 草取りの様子 玉ねぎを選別する様子

石﨑さんと受入酪農家の芝山さん 牛と触れ合う石﨑さん 堆肥について教えてもらう様子

入船さん（中央左）、高野さん（中央右）と
受入農家の小野さんご夫婦 玉ねぎの選別作業 取り除く玉ねぎを教わる高野さん

森田さん（左）、弘田さん（中央）と受入農家の穴田さん 草取り作業
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〜
き
た
み
ら
い
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
耕
作
者
連
絡
協
議
会
〜

味
の
素
食
品
訓
子
府
工
場
を
見
学

▲担当者から品位検査の説明を受ける参加者

▲参加者の集合写真

者
は
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
原
料
の
品
位
検
査
に
立
会
。

工
場
の
担
当
者
は
「
本
年
の
品
質
や
収

量
は
、
高
い
気
温
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
概
ね
良
好
で
あ
り
、
今
後
は
収
穫

適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
ら
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
パ
ウ
ダ
ー
の
製
造
や
流
通
に
つ
い
て

工
場
の
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
約
３
５
０
㌶

の
作
付
け
、
生
産
量
は
４
，
２
３
０
㌧

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

耕
作
者
連
絡
協
議
会
は
８
月
18
日
、
味

の
素
食
品
北
海
道
㈱
訓
子
府
工
場
の
視

察
研
修
を
行
い
、
会
員
や
関
係
者
ら
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
研
修
は
今
年

発
足
し
た
協
議
会
に
お
い
て
新
し
く
企

画
し
た
事
業
で
す
。

　

は
じ
め
に
ク
ノ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
コ

ー
ン
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
の
主
要
原
料
で

あ
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
パ
ウ
ダ
ー
の
製

造
ラ
イ
ン
を
見
学
。
糖
度
を
落
と
さ
な

い
た
め
に
収
穫
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に

加
工
・
製
品
化
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全

て
の
工
程
が
機
械
化
さ
れ
迅
速
か
つ
衛

生
的
に
加
工
さ
れ
て
い
る
様
子
に
参
加

 

〜
収
穫
最
盛
を
迎
え
る
〜

玉
ね
ぎ
の
季
節
到
来

▲玉ねぎ収穫の様子

▲玉ねぎ選別の様子

作
業
を
開
始
。
雅
楽
川
副
会
長
は
「
今

年
は
記
録
的
な
高
温
に
よ
る
干
ば
つ
が

生
育
に
と
て
も
影
響
し
て
い
る
。
１
日

で
も
早
く
収
穫
作
業
を
進
め
て
、
全
国

に
高
品
質
の
玉
ね
ぎ
を
安
定
供
給
で
き

れ
ば
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
玉
ね
ぎ
の
作

付
面
積
が
約
４
，
６
０
０
㌶
、
生
産
量

は
24
万
㌧
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
選
果

作
業
は
７
月
26
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

全
国
に
向
け
て
順
次
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
玉
ね
ぎ
の
収
穫
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
管
内
各
地
で
７

月
下
旬
、
根
切
り
を
終
え
て
枯
れ
あ
が

っ
た
玉
ね
ぎ
が
ピ
ッ
カ
ー
で
拾
い
上
げ

ら
れ
、
次
々
と
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

訓
子
府
地
区
で
玉
ね
ぎ
を
約
18
㌶
作

付
け
す
る
き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
の

雅
楽
川
英
行
副
会
長
は
７
月
下
旬
か
ら

　

キ
ヤ
ン
デ
イ　

メ
イ
ク　

Ｅ
Ｔ
」
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
で
は

暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
地
域
の
酪
農
家

が
製
造
す
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
来
場

者
や
関
係
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
大
き
な

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

主
催
を
務
め
た
当
同
志
会
会
長
で
あ

る
渡
辺
重
明
さ
ん
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
普
段
の
飼
育
に
よ
る
乳
牛
改
良
の
促

進
や
皆
の
交
流
の
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。
今
年

は
、
北
海
道
で
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
あ
る
の
で
、
若
い
酪
農
家
の

モ
チ
ベ―

シ
ョ
ン
を
高
め
る
機
会
と
な

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
14
日
、
き
た
み
ら
い

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
主
催
の
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ベ
ビ
ー
シ
ョ
ウ
を
開
催
し

ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
シ
ョ
ウ
は
一
度
も
分

娩
し
て
い
な
い
未
経
産
牛
を
対
象
に
、

８
部
門
で
体
型
の
美
し
さ
や
骨
格
の
力

強
さ
等
の
資
質
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、

今
回
は
37
頭
の
乳
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
員
は
津
別
町
で
酪
農
業
を
営

む
柏
葉
俊
氏
が
務
め
、
最
高
位
に
は
北

見
市
の
山
内
牧
場
が
出
品
し
た
「
Ｄ
Ｈ

▲最高位を受賞した山内牧場の
　「ＤＨ　キヤンデイ　メイク　ＥＴ」

〜
乳
牛
の
資
質
を
競
っ
て
37
頭
出
品
〜

第
10
回
き
た
み
ら
い

　  

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ベ
ビ
ー
シ
ョ
ウ
開
催

▲審査中の様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部×

北
見
市
観
光
協
会
〜

収
穫
体
験
な
ど
地
域
産
業
に
触
れ
る

                      

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

　

玉
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
は
相
内
地
区
の

林
尚
哉
部
員
の
圃
場
で
行
い
、
今
年
の

出
来
高
や
機
械
作
業
の
内
容
な
ど
に
関

心
を
寄
せ
な
が
ら
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
玉

ね
ぎ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
馬
鈴
し
ょ
の

収
穫
体
験
は
同
地
区
の
矢
田
目
裕
弥
部

長
の
圃
場
で
行
い
、
参
加
者
は
部
長
ら

４
人
の
部
員
と
交
流
し
な
が
ら
、
男
爵

薯
を
袋
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
青
年
部
か
ら
の
お
土
産
と
し
て
Ｊ

Ａ
加
工
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、
生

産
者
の
苦
労
や
作
況
な
ど
、
普
段
あ
ま

り
聞
け
な
い

よ
う
な
農
業

の
話
を
た
く

さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

収
穫
も
ゆ
っ

く
り
自
然
を

感
じ
な
が
ら

行
う
こ
と
が

で
き
、
と
て

も
有
意
義
だ

っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
は
８

月
31
日
、
（
一
社
）
北
見
市
観
光
協
会

と
共
同
で
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
か
ら
４
組
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
農
業
体
験
を
中
心
に
北
見
市
の
産

業
に
触
れ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
毎
年
企
画
。
同
協
会
本
部
事
務
局
次

長
の
石
井
義
和
氏
や
㈱
ロ
ジ
カ
ル
の
我

妻
健
児
氏
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
案
内
の
も
と
、

農
業
や
北
見
市
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
な
が
ら
、
玉
ね
ぎ
と
馬
鈴
し
ょ

の
収
穫
体
験
や
㈱
北
見
ハ
ッ
カ
通
商
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。

▲玉ねぎを収穫する参加者

▲馬鈴しょの畑で集合写真
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北見地区・川東の小川淳志さんのウサギたち

に登場していただきました。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.50イギリスのリジェネラティブ農業から分かる農業の実態について⑤

　Ｊ氏の農場は、有機認証の農場では畑作物の栽培に加え、羊を飼っている。畑作では食用とし

て小麦、スペルト小麦、エン麦、そら豆やレンズ豆、麦芽用の大麦などを栽培し、種子用として

ヘアリーベッチなども栽培している。これらの畑作物の輪作を「herbal leys」と呼ばれるクロー

バーやチコリ、ハーブ類などを播いた牧草地（２年ほど）を取り入れた輪作や混作によって栽培

している。イギリスでは「ＳＦＩ」という農業政策が取り入られるようになり、「herbal leys」

や混作などの｢環境保全的｣農業の実践に直接支払いがされるようになった。Ｊ氏は補助金が始ま

る前からこうした取組みをしていたが、確かに補助金のメリットはあるという。

　この農場は、1600年代には貴族の狩猟のための｢公園｣であった。自然の湧き水が貯まった綺麗

な池がいくつもあったという。第二次世界大戦後の食料増産や農業近代化の中で、こうした池は

農業生産の邪魔者として埋め立てられ、農地とされた。そうした農業の近代化を経て、これから

のイギリスの農業者として何を大切にしなければならないのか。それが前号で紹介した彼の言葉

「農業が食料を生産するだけでなく、他の全てのことに対して責任があると感じるかどうか」で

ある。食料生産システムの一部以上の農業が果たさなければならない責任とは何か。

　彼が口にした｢責任｣の一旦を象徴的に示していると感じたのが、アグロフォレストリーである。

アグロフォレストリーは、モノカルチャーではなく農・森を生態学的システムとして捉える考え

方として近年注目され、イギリスでも畑作農家が農地に木を植える事例が出始めていると聞いて

いたが、Ｊ氏は実際に取り組んでいる。

　農場には村の名前にちなんで名付けられた16世紀から何も変わっていない森がある。このよう

な森は「古代の森」として分類され保全されている。彼は時折、この森の中で時間を過ごす。そ

して、あるとき考えた。自分は有機農業をやってきたが、農業という行為が自然に大きな影響を

及ぼしていることは明らかだ。森の中にいると「もし自然がまったく手つかずの状態だったらど

うなるか」を理解することができる。そのことで、農場における可能性をより深く理解すること

ができると考えるようになった。そして、畑に木を植えるようになったのである。

　「足元にある樹種を模倣する」ということで、森の世界を農場の風景に引き出すためには森と

同じ種を植える必要があると考えた。４～５年前に植えたばかりの苗木を見ながら「これがどん

な風になるのか想像してみるんだ。様々な樹種がどのように育つのか。サクラの木は50年ほどで

伐採される。ヤナギやクルミなどもそれぞれの時期にそれぞれ伐採され、活用される。それはお

そらく、ぐちゃぐちゃで雑なように見えるだろう。しかし、それでいいのだ」「自然は様々なこ

とを必要としている。短い木も高い木も必要だ。ナイチンゲールやキジバトは巣を作るのがとて

も下手だから鬱蒼と茂った低木が必要なんだ」そう、自然は様々なものを必要としている。モノ

カルチャー的なものは必要としない。私が良いと

思うのは、とても雑然として見えるものである。

　イギリスは産業革命以降の開発によって自然が

失われてきた。その大きな要因の１つが農業であ

る。各地で点在するこうした手つかずの森は、単

なる森という自然的価値以上の何かをイギリス人

の心には与えている。森に象徴される、多様なも

の達が複雑に関係し合いながらそれぞれの役割を

果たす世界。その世界を農業の中に広げていくこ

と。それが彼が考える農業が果たすべき責任の在

り方なのだろうと思った。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

今回は青年部東支部理事の國田大貴さんに登場いただきました。

 同世代に                        
  追いつけるよう頑張る

北見地区・小泉

國田　大貴さん（30歳）

ひろ き

●就農したきっかけ
　　旭川で下水道処理関係の会社に勤めていましたが、結婚を

　機に色々と考えて実家の農業を継ごうと決めました。

●営農について
　　玉ねぎを中心に小麦や大豆、てん菜を合わせて約54㌶作付

　けしています。農業を始めて作物や農業機械について幅広い

　知識が必要だと感じました。就農して今年で３年目になりま

　すが、これからも知識を深めるため頑張ります。

●休日の過ごし方について
　　家で１歳５か月のラブラドールレトリバーを飼っていて、

　よく一緒に散歩しています。また気分転換で遠方へドライブ

　をしています。

●青年部活動について
　　北見地区以外の同世代の部員と交流が出来てとても勉強に

　なり、同世代の中でも先に就農して親から作業を任されてい

　る部員の話を聴くと良い刺激を受けます。

北見地区・川東

小川　淳志さんのウサギたち

Ｑ．飼い始めたきっかけは何ですか？
　５年前、知り合いがウサギを飼っており、か
わいいなと思っていたところ譲ってもらえるこ
とになり飼い始めました。最初は４羽だったの
ですが子どもが産まれて増えたので、何羽か人
に譲って今はオス１羽、メス４羽を飼っています。
Ｑ．どのように飼っていますか？

　コンテナを改造して作ったケージに入れて、
オスメスを分けて飼っています。外で飼ってい
るので、夏場は日陰を作って涼しくし、冬は雪
が入らないようにコンテナを覆っています。エ
サは植物系を主にあげていて、ニンジンの葉が
特に好物です。
　ふとした時に見ているだけでも癒されますし、
家を訪れた人にもかわいがってもらって
います。
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～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.8

「きたみらい農畜産物応援団の拡大マッチング」店舗のご紹介

▶店舗ＨＰ https://www.new-hoshino.com

▲店舗 ▲看板商品！カツカレー

『キッチンニューほしの』埼玉県さいたま市北区吉野町2-224-1（大宮総合食品地方卸売市場内）

　㈱大宮中央青果市場からご紹介頂いた店舗で当ＪＡ産の玉ねぎを使用頂いています。
カツカレーやハンバーグ、パスタなどの洋食料理を提供しています。また、メニュー
の一部をオンラインで購入も可能です。多くのメディアでも紹介されており、大変人
気のある有名な店舗です。

※「きたみらい農畜産
物応援団の拡大マッ
チング」の取り組み
に関する目的等や過
去の掲載店舗につき
ましては、きたみら
いホームページ内の
東京事務所通信をご
覧下さい。また、産
地指定頂いた店舗に
ついて、お近くにお
越しの際は是非お立
ち寄り下さい。

　

８
月
１
日
、
北
見
市
地
場
産
品
高
付
加

価
値
化
推
進
委
員
会
の
主
催
で
コ
ー
チ
ャ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
シ
ェ
「
き
た
み
×
マ
ル
シ

ェ
」
が
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
北
見
店
で
展

開
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
も
コ
ー
ナ
ー
に
出
品
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
シ
ェ
は
、
２

０
１
８
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
物
販
コ

ー
ナ
ー
で
、
日
本
全
国
の
厳
選
グ
ル
メ
や

世
界
の
輸
入
食
品
、
北
海
道
の
こ
だ
わ
り

食
品
な
ど
、
魅
力
的
な
商
品
が
取
り
揃
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
き
た
み
×
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
地
元
の

人
に
北
見
の
企
業
が
販
売
し
て
い
る
お
い

し
い
商
品
を
知
っ
て
ほ
し
い
思
い
か
ら
始

ま
り
、
今
回
は
北
見
市
周
辺
の
企
業
40
社

が
地
場
産
商
品
を
期
間
限
定
で
出
品
。
当

Ｊ
Ａ
は
「
玉
ね
ぎ
と
牛
す
じ
の
カ
レ
ー
」

や
「
玉
ね
ぎ
せ
ん
べ
い
」
、
昨
年
11
月
に

発
売
を
開
始
し
た
「
に
ん
に
く
香
る
お
肉

の
た
れ
」
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
対
象
商
品
計
３
，
０
０

０
円
以
上
の
購
入
者
先
着
２
０
０
人
に
北

見
の
特
産
品
等
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
北

見
ご
当
地
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
（
５
種
）
を

ラ
ン
ダ
ム
で
１
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。

　

９
月
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲きたみらい加工品などが並ぶコーナー

▲北見ご当地キーホルダー ▲意見交換で挨拶を述べる庄子政務官 ▲庄子政務官、辻北見市長、ＪＡ役員と記念写真

▲集出荷施設での作業を説明

▲選果前の玉ねぎを手にとる様子

▲宮下常務が玉ねぎの品種特性などを説明

コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
に
き
た
み
ら
い
加
工
品
出
品

コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
に
き
た
み
ら
い
加
工
品
出
品

　

８
月
27
日
、
農
林
水
産
省
の
庄
子
賢
一

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
を
来
訪
し
、
米
国
関
税
措
置
に
関
す
る

日
米
合
意
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
現
地
調

査
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
玉
ね
ぎ
の
圃
場
や
西
相
内

の
玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
な
ど
の
生
産
現
場

を
視
察
。
は
じ
め
に
、
相
内
地
区
の
飯
田

紀
西
地
域
運
営
副
委
員
長
の
玉
ね
ぎ
圃
場

で
玉
ね
ぎ
の
収
穫
の
様
子
を
見
学
さ
れ
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
生
産
す
る
玉
ね
ぎ
の

品
種
や
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
当
Ｊ
Ａ
役
員

に
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
現
場
の
課
題
や
要

望
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
集
出
荷
施
設
で
は
辻
直
孝
北
見

市
長
ら
も
同
行
し
、
選
果
作
業
の
様
子
や

出
荷
を
控
え
た
玉
ね
ぎ
の
保
管
庫
な
ど
を

見
学
。
施
設
内
で
は
、
玉
ね
ぎ
の
品
質
管

理
や
効
率
的
な
流
通
体
制
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
た
庄
子
政
務
官
は
取
材
陣

の
質
問
に
対
し
て
「
北
海
道
の
農
産
物
に

も
高
温
の
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
を
深
刻

に
受
け
止
め
て
い
る
。
交
渉
は
相
手
の
あ

る
こ
と
だ
が
、
明
る
い
話
題
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
努
力

を
続
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲畑で収穫された玉ねぎの
　大きさを確認

庄
子
賢
一
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
が
玉
ね
ぎ
産
地
を
視
察
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い
も
掘
り
体
験
、今
年
も
大
盛
況

実際に寄せられた苦情事例

○野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で原則禁止されています
　・違反した場合は、５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下（法人は３億円以下）の罰金、

　　またはこの両方が科せられます

○野焼きはなぜいけないの？
　・有害物質の発生により、人の健康被害や環境汚染の原因になるためです

○野焼きの例外（焼却禁止の例外）
　・農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ない焼却行為は例外とし

　　て認められています

　○例外にあたる場合でも注意すべきこと
　・煙や臭いにより住民から苦情が発生した場合や、道路に煙が充満し

　　交通に支障が出た場合には、直ちに焼却を中止しなければなりませ

　　ん（違法になる場合があります）

　・野焼きを実施する際は、事前に消防署（北見地区消防組合）への届

　　出が必要です

　　※届出書様式は右のＱＲコードからダウンロード願います

　　　北見地区消防組合ＨＰ（火災とまぎらわしい煙又は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 火災を発するおそれのある行為の届出書）

○窓が開けられない　○洗濯物が干せない　○子供が外で遊べない　○散歩をためらう
○煙で道路がふさがれている　○頭痛、喉の痛み等健康への影響

○お問い合わせ先
　ＪＡきたみらい担い手グループ 24-2145　北見地区消防組合 25-1515
　北見市環境課 25-1131　訓子府町農林商工課 47-2116　置戸町産業振興課 52-3313

農業に伴う野焼きについてご注意ください！

▲いも掘り体験を行う参加者

▲いも掘りする女の子

　

当
Ｊ
Ａ
や
北
見
市
、
北
見
土
地

改
良
区
な
ど
で
構
成
す
る
「
が
ぶ

り
か
る
ち
ゃ
ー
事
業
実
施
委
員

会
」
は
８
月
２
日
、
「
家
族
い
も

掘
り
体
験
」
を
北
見
市
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
昭
和
63
年
の
初
開

催
か
ら
今
年
で
38
回
目
の
実
施
。

こ
れ
ま
で
農
産
物
の
収
穫
祭
や
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
か
ら
は
家
族
で
参
加
す

る
い
も
掘
り
体
験
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
北
見
市
内
の
家
族
を
中

心
に
１
４
３
組
、
５
０
２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
１
組

約
１
・
５
坪
の
区
画
が
割
り
当
て

ら
れ
、
ス
コ
ッ
プ
や
ク
ワ
を
使
っ

て
畝
を
掘
っ
た
り
、
じ
ゃ
が
い
も

に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
、
手
で
丁

寧
に
土
を
か
き
分
け
て
掘
り
出
し

ま
し
た
。

　

じ
ゃ
が
い
も
が
飛
び
出
す
と

「
う
わ
ー
！
」
と
喜
び
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
の
子
は
「
今
年
で

２
回
目
の
参
加
で
暑
い
中
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
じ
ゃ
が

い
も
を
掘
る
こ
と
が
出
来
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
家
で
食
べ
る
の

が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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世
界
の
協
同
組
合

国
際
協
同
組
合
年

●
２
０
２
５
国
際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委
員
会
事
務
局

　

Ｊ
Ａ
や
生
協
な
ど
の
「
協
同
組
合
」
は
世

界
中
に
あ
り
ま
す
。
世
界
の
協
同
組
合
の
連

合
組
織
で
あ
る
「
国
際
協
同
組
合
同
盟
」

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
は
１
０
３
カ
国
２
９
９
団
体

（
２
０
２
４
年
４
月
現
在
）
の
協
同
組
合
組

織
が
加
盟
し
、
そ
の
組
合
員
総
数
は
10
億
人

を
超
え
ま
す
。
国
に
よ
る
制
度
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
同
組
合
は
、
協

同
組
合
の
世
界
共
通
ル
ー
ル
「
協
同
組
合
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
声

明
」
に
の
っ
と
っ
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
多
く
は
19
世
紀
半
ば
の
欧
州

各
地
で
誕
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
産
業
革

命
が
進
展
し
、
資
本
家
と
労
働
者
と
い
う
階

級
格
差
、
都
市
と
農
村
と
い
う
地
域
格
差
が

生
ま
れ
る
中
で
、
一
人
一
人
で
は
弱
い
立
場

の
人
々
が
連
帯
し
て
よ
り
良
い
生
活
や
仕
事

を
求
め
、
各
種
の
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
ま

し
た
。

■
各
国
の
特
徴

　

各
国
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◯
ス
イ
ス
…
…
二
つ
の
生
協
で
食
品
小
売
り

の
70
％
超
の
シ
ェ
ア
が
あ
り
ま
す
。

◯
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
…
…
酪
農
協
同
組
合

は
同
国
の
輸
出
額
の
25
％
を
占
め
る
ほ
ど
の

影
響
力
が
あ
り
ま
す
。

◯
ス
ペ
イ
ン
…
…
バ
ス
ク
地
方
で
は
労
働
者

協
同
組
合
が
地
域
経
済
を
支
え
、
協
同
組
合

が
工
業
生
産
か
ら
小
売
り
、
金
融
、
教
育
ま

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

◯
イ
タ
リ
ア
・
韓
国
…
…
大
規
模
な
生
協
や

農
協
と
並
び
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に

小
規
模
な
協
同
組
合
が
活
動
し
、
公
共
的
な

事
業
や
障
が
い
者
、
移
民
、
元
受
刑
者
な
ど

の
人
々
の
雇
用
創
出
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

◯
ド
イ
ツ
…
…
地
域
住
民
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
電
力
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
英
国
…
…
サ
ポ
ー
タ
ー
が
組
合
員
の
協
同

組
合
形
式
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
や
、
地
域
住

民
が
組
合
員
の
パ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
は
国
連
が
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年

で
す
。
世
界
の
協
同
組
合
と
交
流
・
連
携
し

な
が
ら
日
本
の
協
同
組
合
も
持
続
可
能
で
よ

り
良
い
世
界
を
築
く
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
２
０
２
５
国
際
協
同
組
合
年

（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
）
の
ペ
ー
ジ
」

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構



19 18

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

穫期になってからの雨にガックリ、もう一か月

早かったら…と思います。天気は思い通りにな

りませんね。

繁期に入り忙しい毎日になり

ますが、慌てず怪我無く

収穫時期を乗り越えたい

ですね。

収

　今年の夏は暑く晴れた日が多かったと思えば、8月は雨

が続き、作業が思うように進まなかったと思います。天気

だけは人間の思い通りにはいかず、難しい問題ですね。
　まだまだ農繁期は続きますので、身体に違和感があれ

ば無理はせず、適度に休憩を取りながら怪我無く最後ま

で頑張りましょう！

（匿名希望さん）

（匿名希望さん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎ醤油」と「玉ねぎせんべい」をプレゼント致
します。

８月号まちがいさがしの当選者

・林　　　博　幸さま（訓子府）・仁　義　千　遥さま（温根湯）・永　井　さくらさま（訓子府）
・今　部　幸　江さま（留辺蘂）・佐々木　和　哉さま（訓子府）・谷　川　紗　彩さま（端　野）

８月号のまちがいさがしの答えは「１、３、８、10、12」でした。
正解者23名の中から抽選の結果、当選者は次の方々です。

以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎと鶏もも肉の黒カレー」をプレゼント致します。

第７回 理事会報告
　８月28日、午前10時00分より第７回定例理事会が開

催され、報告事項18件、決議事項２件が協議され、原

案通り承認されました。

　
【報告事項】

①監事監査報告について（令和７年度販売企画部　共

　計本精算）

②内部監査報告について（販売企画部　共計）

③財務状況報告について

④信用事業取引における対応状況等について

⑤令和７年度上半期実績及び決算見込みについて

⑥小麦乾燥調製貯蔵施設増設　建築２期工事入札結果

　について

⑦小麦乾燥調製貯蔵施設増設　プラント２期工事入札

　結果について

⑧燃料手当の支給について

⑨令和７年度農地評価単価基準について

⑩令和７年度ＪＡ共済コンプライアンス点検結果およ

　び改善方針の概要について

⑪作況調査（８月15日）報告について

⑫８月11日降雹・集中豪雨被害報告について

⑬令和７年産　玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況につ

　いて

⑭令和７年産　小麦の収穫及び品質の状況について

⑮生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑯令和６年度酪農・畜産関連補助事業実績（畜産部扱

　い）について

⑰組合員状況報告について

⑱対策農家の上半期の状況について

　
【決議事項】

①出資減口について

②令和７年度夏期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて

農
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和７年８月19日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,582人

5,430人

830戸

117,333百万円

16,243百万円

5,041百万円

・まだまだエアコンや扇風機が手放せないと思いますが、冷房の効

　きすぎはクーラー病を引き起こし、体調不良にも繋がります。た

　だ、自覚症状のない熱中症も心配なので、上手に付き合っていき

　たいですね。

・家庭菜園で10種類ほど野菜を育てていますが、日当たりはバッチ

　リで葉も旺盛なズッキーニの実がつきません。苦労していますが、

　作物を育てる楽しさを感じています！　　　　　   （濱埜　優里）

残暑の時期 カレー粉を使った料理で野菜をおいしく食べよう レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

ドルマ（トルコ風ピー
マンの肉詰め）

材料（３人分）

❶ピーマンはへたの部分を少し厚めに落として、軽く種を取る。
　へたはふたとして使うので取っておく。タマネギをみじん切りにする。昆布は水に浸しておく。
❷ボウルに合いびき肉と①のタマネギ、ご飯、Ａを入れてよく練る。
❸②を①のピーマンに詰め、ピーマンのへたをふたのようにかぶせてようじで留める。
❹③を重ならないように鍋に並べ、①の昆布と水、Ｂを入れて弱火で20分煮込んで出来上がり。

ピーマン
タマネギ
昆布
水
合いびき肉
ご飯

●お好みの野菜と一緒
　に煮込む

…………６個
…1/4個（50g）

………………適宜
………………500ml

………150g
………………100g

　　カレー粉
Ａ　塩
　　ケチャップ
　　ローリエ
　　酒
Ｂ　みりん
　　薄口しょうゆ
　　塩

……小さじ1/4
……………小さじ1/4

……小さじ１
……………適宜

………………大さじ２
…………大さじ１

…大さじ１
……………小さじ1/2

＼ポイント／
　じっくり煮込むことでピーマンの甘さが引き出されるので、子
どもも食べやすい一品です。ピーマンの種は食べられるためきっ
ちり取らなくてもOKです。

作り方

材料（４人分）

❶カボチャは種を取り、所々皮をむき、３cm角くらいの大きさに切ってすっと
　串が通るまで蒸し（電子レンジを使う場合は水にくぐらせてラップをかけ600Wで5分程度加熱）、軽くつぶしておく。
❷ベーコンは１cm幅に切ってカリッとするまで炒め、ナッツは粗く刻んでおく。
❸粗熱が取れた①と②をボウルに移し、Ａとあえて出来上がり。

カボチャ
ミックスナッツ
ベーコン

…1/4個（350g）
……20ｇ

……………２枚

　　クリームチーズ
　　マヨネーズ
Ａ　しょうゆ
　　カレー粉
　　塩

…30g
…大さじ2

……小さじ1
……1つまみ

…………小さじ1/2
＼ポイント／

　ご飯にもパンにもお酒にも合う便利な副菜です。
カボチャは皮にも栄養が多いため、むき過ぎないよ
うにするのがお勧めです。

ピーマンの甘さにカレー粉がマッチ

アレンジ

●チーズをかけてオーブンなどで焼く
●衣を付けてコロッケにアレンジ

カレー風味サラダ

作り方

カボチャの

カレー粉の風味が食欲そそる栄養レシピ


